ジュゼッペ・ヴェルディのオペラ《マクベス》 : パリ初演(1865)のための台本改訂について(続) by 園田 みどり









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
－87－






2　ジェノヴァ発 1865年２月 15日付、ヴェルディによるティト・リコルディ Tito Ricordi（1811～ 1888）宛
書簡を参照。以下の 105頁に掲載されている。Rosen, David and Andrew Porter, eds. 1984.：Verdi’s Macbeth: 
A Sourcebook. New York and London: Norton.
3　《マクベス》の批判校訂版（Verdi, Giuseppe. Macbeth: Melodramma in Four Acts, libretto by Francesco Maria 
Piave and Andrea Maffei. Edited by David Lawton, 2 vols and Critical Commentary. The Works of Giuseppe Verdi, 





園 田 み ど り
（１）はじめに





く 1865年４月 21日と、実に 18年も後のことだった1。
　パリ初演に先立って、1864年６月下旬には、ヴェルディのフランスにおける楽譜出版社レ
オン・エスキュディエ Léon Escudier（1821～ 1881）が彼の許を訪れ、初演を行う歌劇場、リ





































8　ヴェルディはエスキュディエ宛の書簡（ブッセート発 1864年 10月 22日付）の中で、バレエ以外に改訂
すべき箇所を箇条書きにして示している。その中に「第３幕のマクベスのアリアを完全に書き換える Rifare 
completamente Aria Macbet Atto III」との記述が見られる。これは、ヴェルディが第 11a番の改訂に言及し
た最も古い証言である。書簡の全文は、園田 2013a: 72に対訳と共に掲載した。
9　WGV10では FI47と略記されている。別冊校訂報告書 40-41頁に詳しい書誌情報がある。本稿では Rosen 







カバレッタの歌詞、「炎に包まれ、灰燼に帰すがいい Vada in fiamme, e in polve cada」と、それ
10　ゴルディンも指摘するとおり（Goldin, Daniela. 1985. :“Il Macbeth verdiano: Genesi e caratteri di un libretto.” 
In La vera fenice: Librettisti e libretti tra Sette e Ottocento, 230-282. Torino: Einaudi［＝ Goldin, Daniela. 1979. :“Il 
«Macbeth» verdiano: Genesi e linguaggio di un libretto,” Analecta musicologica.19: 336-372］の 237頁）、シェイ





～ 1885）が、1863年にイタリア語に翻訳した、シラー Friedrich von Schiller（1759～ 1805）翻案の『マクベス』
（1800）においても、同様である。マッフェイの翻訳では、問題のト書きは以下の 114頁に読むことが出来る。
Shakspeare [sic], Guglielmo and Carlo Gozzi. 1863.：Macbeth: Tragedia di Guglielmo Shakspeare [sic], Turandot: 
Fola tragicomica di Carlo Gozzi, imitate da Federico Schiller, e tradotte dal Cav. Andrea Maffei. Firenze: Le Monnier.
一方、ヴェルディが愛読していたルスコーニ訳『マクベス』（1838）においては、「鏡 specchio」という単語
に「魔法の magico」という原作に由来しない形容詞が添えられているものの、やはり８人の王の最後の一人
として、鏡を手にしたバンクォーが現れる。Shakespeare, William. 1838. : Teatro completo di Shakespeare tradotto 
dall’originale inglese in prosa italiana da Carlo Rusconi, 2 voll. Padova: coi tipi della Minervaの第１巻 17頁を参照。
11　WGV10の別冊校訂報告書 185-186頁。19世紀のイタリア・オペラにおいて、独唱の番号曲は通常「導





19世紀のイタリア・オペラにおける番号曲の下位区分については、以下の 70～ 74頁を参照。Bianconi, 
Lorenzo. 1993.：Il teatro d’opera in Italia. Geografia, caratteri, storia. Bologna: Il Mulino.これは事典項目（Bianconi, 
Lorenzo. 1992. :“Italy.” In The New Grove Dictionary of Opera, vol. 2, 837-860. London: Macmillan）に補筆した
ものであり、同様の記述は 851～ 852頁に読むことができる。














































たのは、1865年１月５日のことである。Rosen and Porter, eds. 1984: 84を参照。
－92－
11a番のための新しい詩行をヴェルディと一緒に構想した20。【資料４】（本稿 93頁）は、彼が
































23　園田 2013a: 74の注 15を参照。
24　【資料４】（本稿 93頁）と同様に、表記法はWGV10の別冊校訂報告書 200-201頁に復刻されているテク
ストに倣う。
25　Rosen and Porter, eds. 1984: 85-86より転載。
－93－
－94－
うに al pari del tuo pensiero」の「お前の tuo」が何を指しているのかは、今一つ判然としない。




時と同じように、カルロ・ルスコーニ Carlo Rusconi（1812～ 1889）によるシェイクスピアの
イタリア語散文訳『マクベス』（1838）を参照しながら新しい歌詞を考えている。ルスコーニ
訳の第４幕第１場には、「復讐の時が全世界に鳴り響くがよい、なんとけたたましく、わが心
26　WGV10, N. 11, mm. 516-517を参照。ヴェルディの代案は「強弱弱強弱」である。
27　Rosen and Porter, eds. 1984: 85-86.
－95－
臓のあらゆる血管を撃つことか。復讐だ、復讐だ！ Ora della vendetta rimbombi per l’universo, 
come assordante m’introni ogni fibra del cuore... Vendetta, vendetta!...」という一節があり28、【資
料４】（本稿 93頁）においても、２通りの二重唱の歌詞には「復讐の時 ora di vendetta」、「響
かせるがいい rimbomba」、「全世界に per l’orbe intero」という表現が見られるからである。ヴェ
ルディによる代案では、３行目前半に「なんとけたたましく Come assordante」、４行目に「心








28　マクベスの台詞。Shakespeare 1838（本稿注 10参照）の第１巻 17頁。これは原作の第４幕第１場 168-




imprese incominciate col delitto, mestieri è pure che fra i delitti si compiano.”との関わりが指摘されている。
Rosen and Porter, eds. 1984: 86の脚注２を参照。これは原作の第３幕第２場 58行目“Things bad begun make 






32　WGV10, N. 11より転記する（WGV10は A/65を底本とし、他資料との異同は逐一別冊校訂報告書に報告
する）。なお当該部分成立の下限となる日時は、第３幕の総譜を整え、写しを取らせるためにそれをリコルディ








































































けれど、同じような調子にしたくないから、８音節詩行でお願いしたい。Io vorrei fare un Coro 
dell’importanza di quello del Nabucco: non vorrei adoperare però lo stesso andamento ed è perciò 
che ti prego dei versi ottonarij.44」このヴェルディの要望に沿って、難民たちの合唱〈抑圧され
た母国よ！ Patria oppressa!〉の歌詞は８音節詩行になった。一方《ナブッコ（ナブッコドノゾ











43　最後の日付を参照。本稿では Rosen and Porter, eds. 1984: 341にある復刻テクストを使用する。同 340頁
左下には不鮮明ではあるが写真による複製も掲載されている。記入位置についての書誌学的詳細については、
WGV10の別冊校訂報告書 43頁を参照。




他にも、《イ・ロンバルディ I Lombardi》（1843年２月 11日、ミラノ初演）の〈おお主よ、故郷の家から O 
Signore, dal tetto natio〉や《エルナーニ Ernani》（1844年３月９日、ヴェネツィア初演）の〈カスティリア
の獅子が目覚めんことを Si ridesti il Leon di Castiglia〉がある。







併せて新しい詩行の推敲も依頼する手紙を１月 28日付で送付した（本稿 102頁【資料 11】）48。





















行、計 40音節に減少している（本稿 102頁【資料 11】）。最終場については、ピアーヴェが１
月 24日に書いた詩行では、合唱の開始以前に無韻詩が４行置かれ、計 40音節が費やされてい
たが（本稿 98頁【資料９】）、ヴェルディはそれを 24音節にまで削っている（【資料 11】）。そ
47　全体は２頁半にまたがるはずである（WGV10の別冊校訂報告書 43頁を参照）。Rosen and Porter, eds. 
1984: 340の左下に、そのうちの１頁分についての非常に不鮮明な写真複製があるが、他の１頁半について
はオリジナルを閲覧する必要がある。本稿 103～ 104頁参照。




50　ジェノヴァ発、1865年３月 11日付のエスキュディエ宛書簡。Rosen and Porter, eds. 1984: 111を参照。フィ





















書き方から唯一外れる箇所である。以下の第４章（129～ 159頁）を参照。Roccatagliati, Alessandro. 1996. : 
Felice Romani librettista. Lucca: LIM.




１月 28日にピアーヴェに送付した【資料 11】（本稿 102頁）の詩行と同一だったと仮定した上で、
作成したものである55。
　その他、手掛かりとなり得るのは、ヴェルディが自筆総譜 A/65に実際に書き入れた歌詞（本
稿 107頁【資料 14】56）と、最終稿 RI65（本稿 97頁【資料８】の右）のテクストである。
　これらを総動員することで、各々の詩節について、少なくとも以下のことが指摘できる。（１．
～６．の番号は、第１～第６詩節を表す。）





２．ピアーヴェは１行目“L’Eroe, l’Eroe egli è”を、RI65のとおり“L’eroe valente egli è”に
変更したのかもしれない58。しかしヴェルディは、そうするくらいなら“Il prode eroe egli 
















56　WGV10, N. 15より転記する。波線強調は筆者によるもので、最終稿 RI65（本稿 97頁【資料８】の右）の
テクストと異なるところを示す。なお、ヴェルディは 1865年２月３日に A/65の当該部分を写しを取らせ
るためリコルディに送付したが、書き忘れに気付いて返却させた。よって、その後再びリコルディに送りな












た。RI65にある“Salgano grazie a te”がピアーヴェの提案した詩行であるのかどうか
はわからない61。いずれにせよ、ヴェルディが I-BUcarrara(l)に記した１行目“Salgan 









６．ヴェルディはマクダフの詩節の１～２行目を、I-BUcarrara(l)において“S’affidi ognun al 
Re / Ridato al nostro amor”と訂正した上で作曲した。ピアーヴェの助言だったのかもし
れないが、確証はない。最後の行“Vi darà pace e gloria”は、ピアーヴェが“Nunzio è di 
pace e gloria”に変えたが、ヴェルディは硬くて良くないと考え63、元の詩行のまま作曲し
た。RI65においてそれが“Ne reca pace e gloria”になった理由は不明である。
（４）まとめ
　以上のとおり、第 11a番と第 15a番の台本改訂については、第 7a番とは異なって、その隅々
まではわからない。しかし、フィレンツェ初演から 18年の歳月を経てもなお、ヴェルディが
61　WGV10の別冊校訂報告書も、この点については何もコメントしない。
62　WGV10, mm. 329-336を参照。“Salgan mie grazie a te”は２小節にわたって放物線を描くように作曲され



















述べている。以下の第 11章（“Words and Music: Texts and Translations”）の 371～ 374頁を参照。Gossett, 
Philip. 2006. : Divas and Scholars: Performing Italian Opera. Chicago and London: The University of Chicago Press.
